
 
 
 
 
 
 
 

海外への赴任や出張・旅行をする際の問題のひとつに、赴任者や旅行者の健康管理が挙げられます。国

内とは大きく事情が異なる環境下で、病気や感染症を発症するケースも少なくありません。企業はこれ

ら渡航先特有のリスクを理解し社員が保護されるよう配慮するだけではなく、事前に渡航前・渡航中・

帰国後の健康管理に配慮をすることが重要です。 
本セミナーでは、海外での健康管理や事前準備のポイントについて具体的な事例も交えてご紹介します。 
大西健児先生は海外における感染症の第一人者でわかりやすいご講演には定評がございます。 

 
記 

 
日  時：   11 月 10 日（金）14 時～16 時 15 分 (開場 13 時半) 
会  場：   東京大学医科学研究所附属病院 8F ホール 

         東京都港区白金台 4-6-1 

プログラム・お申込先： 裏面をご参照下さい 
 

 
 

定  員 ：  100 名 （当日の御参加も可能です） 
対  象 ：  人事･健康管理部門や産業医を主な対象としますが、職種問わずどなたでも参加できます。 
参加費 ：  無料 
主  催 ：  東京大学医科学研究所  http://www.idimsut.jp/ 
お問合せ： 東京大学医科学研究所附属病院 感染免疫内科 
                kansen@ims.u-tokyo.ac.jp 

東大医科研病院 メディカルセミナーのご案内 
IMSUT Hospital Seminar on Infectious Diseases 

～海外渡航・赴任時における感染症対策～ 

 
 

mailto:kansen@ims.u-tokyo.ac.jp
https://goo.gl/CCLcQl


 
 

 

*上記スケジュールは、予告なく変更になる場合があります。 

お申込方法：下記必要事項をご記入の上、2017年 11 月 6日（月）までに FAXにてお申込下さい。 

     または kansen@ims.u-tokyo.ac.jp まで、以下の情報をメールでお申込いただいても結構です。 

*お席には限りがありますので、お早目のお申込をお願いいたします。 

感染免疫内科 行き                  FAX:０３-５４４９-５４２７ 

貴社名  部署名  

ご住所  TEL  

役職 参加者氏名 メールアドレス 

        @ 

        @ 

 

＜質問事項＞ もしご質問がありましたら、お書き下さい。 

 

 

お差し支えなければ、当日受付にお名刺を1枚ご持参下さい。  

＜個人情報の利用について＞ ご記入いただきました個人情報は、以下の目的以外には使用いたしません。 １）当セミナーの運営 ２）東京大学医科学研究

所からの、今後のセミナー等のご案内。 主催者の個人情報の取り扱いについては、以下のホームページをご参照下さい。 東大医科研 

http://www.h.ims.u-tokyo.ac.jp/privacy/index.html なお、ご記入いただいた情報に関する開示・訂正等は上記お問合せ先までご連絡下さい。 

時間 プログラム              講 師 

14:00-14:15 感染免疫内科のご紹介 

東大医科研病院 感染免疫内科  

教授 

四柳 宏 医師 

14:15-14:45 エボラ出血熱の診療から学んだもの 

東大医科研病院 感染免疫内科 

講師 

鯉渕 智彦 医師 

14:45-15:15 海外渡航前に準備できること 

東大医科研病院 感染免疫内科 

助教 

菊地 正 医師 

15:15-15:30 休  憩 

15:30-16:15 注意すべき感染症 

 東京都保健医療公社 荏原病院 

副院長 

大西 健児 医師 

スケジュール 


